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Ⅴ．特記事項 

1. 進路決定に向けた全員面談の実施について 

（1）キャリアカウンセラーによる 2年生全員面談の実施 

本学では、平成 27(2015)年度からキャリアカウンセラーを配置し、在学生にキャリア

面談を行う制度を導入した。平成 29(2017)年度から、2年生を対象としたキャリアカウ

ンセラーによるキャリア面談を義務化したことで、ほぼ 2年生全員の面談を実施するこ

とができた。令和 3 年度までの面談件数の推移は下表のとおりである。 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 

面談件数 111件 185 件 564 件 471 件 538 件 

 令和 2年度 令和 3年度    

面談件数 259件 561 件    

キャリアカウンセラーは将来希望する職業について質問を行い、希望する職業が明確

な場合は、具体的に SPI 対策、面接対策、公務員試験対策など概要を伝えたうえで、学

内で実施の K-CIPや“やる気支援対策”などの支援事業へ誘導している。一方、希望す

る職業が定まっていない学生には、業界研究、企業研究、職種毎の役割など丁寧に説明

し、学生が進路選択を行ううえでの選択方法について示している。 

（2）キャリア支援課職員による 3年生全員面談の実施 

3 年次にはキャリア支援課の職員と面談を行っている。この 3 年生全員面談は、平成

20(2008)年度から 3 年生全員を対象として実施しており、面談ではより具体的な進路に

ついて面談の場で聞き取り、キャリア支援課職員全員で情報の共有を図っている。 

 

2. スポーツ栄養研究センターの活動について 

（1）ギラヴァンツ北九州選手への栄養指導 

ギラヴァンツ北九州選手への栄養指導を、スポーツ栄養研究センターの目標にある「日

本人アスリートに合わせた栄養教育」および「スポーツ栄養を通じた地域連携」活動の一

環として計画した。令和 3(2021)年度後期に入り、コロナによる制限が緩和されたことか

ら、九州女子大学の管理栄養士の教員により、①ギラヴァンツ北九州島原キャンプにおけ

る栄養講習会、②本城運動場において各選手の食事内容調査および身体データの取得を実

施した。今後は得られたデータの解析とともに、栄養面での指導を継続し、チーム強化に

向けて協力する。 

（2）みやこ町との SDGs への取り組み 

みやこ町はイノシシやシカによる農林資源に対する被害が絶えず、「みやこ町鳥獣被害防

止計画」としてイノシシやシカの駆除を進めている。この駆除されたイノシシやシカの有

効利用を SDGsへの取り組みとして、みやこ町とフレンドリータウン協定を結んでいるギラ

ヴァンツ北九州を通じ、九州女子大・スポーツ栄養研究センターも加わりスタートさせた。 

様々な試行錯誤の末、ジビエ料理を開発し、ギラヴァンツ北九州のホームゲームにおい

て九州女子大学の 4年生学生も加わりイノシシ肉カレーとシカ肉ソーセージ入りホットド

ックの販売を行った。今後も本センターでは SDGs も視野に入れた地域貢献の活動を進めて

いく。 


